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「
大
分
風
景
版
画
集
」
は
大
分
市
勢
家
に
居
を
定
め
、
版
画
家
そ
し
て
教
育
者

と
し
て
生
き
た
武
藤
完
一
（
一
八
九
二
～
一
九
八
二
）
が
遺
し
た
若
き
日
の
作
品

集
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
当
時
の
「
大
分
風
景
」
を
版
に
彫
っ
て
大
分
朝
日

新
聞
に
連
載
し
、そ
れ
を
小
冊
子
に
ま
と
め
て
翌
一
九
三
一
年
三
月
に
発
刊
し
た
。

　

交
通
の
要
衝
だ
っ
た
大
道
の
峠
や
木
造
橋
だ
っ
た
舞
鶴
橋
な
ど
と
と
も
に
、
公

設
市
場
で
の
買
い
物
風
景
や
音
楽
会
、
学
芸
会
な
ど
当
時
の
市
民
生
活
を
う
か
が

わ
せ
る
計
五
〇
景
が
載
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
昭
和
初
期
の
大
分
を
か
い
ま
見
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

ブ
ッ
ク
の
形
で
復
刻
し
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
原
版
か
ら
の
復
刻
で
は
な
く
、

一
九
三
一
年
二
月
発
刊
の
「
大
分
風
景
版
画
集
」
を
元
に
復
刻
し
た
た
め
、
版
画

表
現
の
面
で
は
十
分
に
再
現
で
き
た
と
い
え
な
い
が
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　

武
藤
完
一
は
岐
阜
県
生
ま
れ
。
一
九
一
四(

大
正
三)
年
東
京
の
川
端
画
学
校

洋
画
科
に
入
学
し
て
藤
島
武
二
氏
に
師
事
。
一
九
二
五(
大
正
十
四)

年
に
大
分

県
大
分
師
範
学
校
教
諭
と
し
て
着
任
し
て
以
降
、
大
分
の
地
で
教
鞭
を
と
り
な
が

ら
創
作
活
動
を
行
い
、
日
本
版
画
協
会
展
、
日
展
等
に
出
品
し
続
け
た
。

　

宇
治
山
哲
平
氏
が
「
武
藤
完
一
遺
作
展
」
の
際
に
寄
せ
た
一
文
の
中
に
、「
武

藤
完
一
先
生
の
画
業
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
作
品
で
よ
く
識
ら
れ
て
い
る
が
、
私
に

は
、
先
生
の
初
期
の
木
版
画
の
頃
が
懐
し
い
。
私
が
、
は
じ
め
て
先
生
を
お
訪
ね

し
た
の
は
、
先
生
が
木
版
画
の
創
作
と
そ
の
指
導
普
及
に
、
精
力
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
た
昭
和
七
、八
年
の
頃
で
あ
っ
た
…
」
と
の
下
り
が
あ
る
。

　

今
回
の
版
画
集
を
発
刊
し
た
の
は
、
そ
の
少
し
前
。
発
刊
か
ら
４
カ
月
た
っ
た

一
九
三
一
年
六
月
に
は
、
東
京
・
日
本
橋
三
越
で
開
か
れ
た
第
一
回
日
本
版
画
協

会
展
に
木
版
３
作
品
を
出
品
。
翌
年
に
は
同
協
会
展
と
と
も
に
国
画
会
展
に
出
品

す
る
な
ど
、
対
外
的
な
活
動
を
活
発
化
さ
せ
は
じ
め
た
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な
初

期
の
木
版
画
の
小
品
集
。
作
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
同
好
の
士
の
御
笑
覧
を
得

れ
ば
幸
甚
」。
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
〇
七
年
十
二
月
吉
日
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
武
藤
版
画
記
念
会
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復
刻
に
あ
た
っ
て

し



　

こ
の
大
分
風
景
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
気
の
向
く
ま
ま
に
手
当
り
次
第
、

写
生
に
出
た
時
の
ス
ケ
ッ
チ
を
、
版
に
彫
っ
て
大
分
朝
日
新
聞
に
、
掲
載

し
た
も
の
で
、
初
め
の
予
定
で
は
、
最
後
に
ま
と
め
て
一
冊
に
す
る
つ
も

り
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
景
、
二
十
景
と
彫
っ
て
行
く
中
に
版
画
集

と
し
て
、
ま
と
め
て
み
た
く
な
っ
た
の
で
綴
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。
題
し
て

大
分
風
景
と
は
い
う
も
の
の
、
随
分
一
般
か
ら
見
る
と
、
偏
し
た
風
景
ば

か
り
を
選
択
し
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
は
僕
が
、春
日
浦
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
つ
い
近
く
の
構
図
に
、

心
引
か
れ
て
、
我
田
引
水
的
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
あ
と
五
十
景
も

彫
る
と
、か
な
り
広
く
全
市
に
隈
な
く
渡
る
事
が
出
来
た
が
、今
は
ち
ょ
っ

と
休
憩
す
る
。
い
ま
だ
版
画
と
し
て
彫
っ
て
み
た
か
っ
た
の
は
、
夏
の
盆

踊
り
や
、
秋
の
県
会
等
。
風
景
で
は
上
野
方
面
や
、
峠
を
越
え
て
、
永
輿

や
、
豊
饒
、
畑
中
の
方
面
に
、
画
材
を
得
た
か
っ
た
が
、
つ
い
出
か
け
る

機
会
が
な
か
っ
た
。

　

今
や
わ
れ
ら
の
大
分
市
は
、
市
制
が
し
か
れ
て
二
十
周
年
を
祝
す
る
た

め
に
、
色
々
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
画
集
も
、
現
在
の
大
分

市
の
横
顔
を
、
表
現
す
る
片
影
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
僕
が
公
務
の
余
暇

に
、
楽
し
み
つ
つ
、
一
つ
一
つ
を
彫
つ
た
小
さ
い
記
念
で
あ
る
。
幸
ひ
に

同
好
の
士
の
御
笑
覧
を
得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
終
り
に
、
こ
の
版
画
集
を

出
版
す
る
に
当
っ
て
、
大
分
朝
日
新
聞
社
各
位
の
、
多
大
な
る
御
厚
意
を
、

深
く
感
謝
し
ま
す
。

昭
和
六
年
二
月 

大
分
師
範
、
図
画
教
室
に
て 

　

　
　
　
　
　
　
　
　    

武
藤 

完

注：武藤完一は作品によって「完一」ではなく「完」と称すことがあった©武藤版画記念会
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■武藤完一略譜
　1892( 明治 25) 年、岐阜県生まれ。1914( 大正 3)
年川端画学校洋画科に入学、藤島武二に師事する。
1925( 大正 14) 年大分県大分師範学校教諭として着
任。1950( 昭 和 25) 年 大 分 大 学 教 授、1961( 昭 和
36) 年大分県立芸術短期大学教授となる。1982( 昭
和 57) 年永眠。享年 89 歳。
　文展、日展に計 19 回入選。1960( 昭和 35) 年に
は棟方志功、永瀬義郎、武田由平らと「日版会」を
創立した。
　日本版画協会会員。日版会委員。元大分県美術協
会委員長、日本銅版画協会評議員。光風会会員。大
分市文化功労者 (1950 ／昭和 25 年）、大分合同新

■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別府大
学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上げたイン
ターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくうえで重要な、
さまざまな文書や資料をデジタル化し公開しています。
　大分は多くの芸術家、作家、研究者を輩出し、貴重な知的財
産を生み出し続けてきた県です。その知的財産をデジタルブッ
クとして公開し、県民の共有財産としていくボランティア活動
に賛同いただける芸術家等の皆様および著作権を継承する遺族
の皆様がいらっしゃいましたら、ぜひとも NAN-NAN 事務局ま
でご一報ください。よろしくお願いします。

「大分風景版画集」
2007 年 12 月 14 日初版発行
作者　武藤  完（完一）
原著　1931（昭和 6）年 3 月 1 日発行／発行所：大分朝日印刷部

《デジタル版》
編集　武藤版画記念会
制作　川村 正敏（別府大学メディア教育・研究センター地域連携部）
発行　NAN-NAN 事務局
〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社総合企画部内

聞 文 化 賞（1953 ／
昭和 28 年）、大分県
教育功労者 (1958 ／
昭和 33 年）、春の叙
勲で勲 4 等瑞宝章授
与 (1969 ／ 昭 和 44
年 ）、 永 眠 後 勲 3 等
瑞宝章授与 (1982 ／
昭和 57 年）。

｢魚住の滝」（1946／昭和 21
年の第1回日展に出品。銅版画）
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